
（９）　　広報　　　　　№６９９　平成２１年２月１０日

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
で
す
。

習
字
教
室
（
墨
友
会
）

□日
 

毎
週
金
曜
日　

午
前　

時
〜
正
午　

１０

□場
 

や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か　

□内
 

習
字

の
基
本
か
ら
学
ぶ　

□持
 

習
字
用
具　

□費
 

月
会
費
２
５
０
０
円　

□問
 

吉
原
�　

・
９３６

９
６
１
９

牛
乳
パ
ッ
ク
３
枚
以
上
お
持
ち
の
方
へ

手
作
り
石
け
ん（
１
個
）差
し
上
げ
ま
す

□日
 

２
月　

日
�　

午
前　

時
〜
午
後
２

２２

１０

時　

□場
 

や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
消
費
生

活
展
開
催
内
）　

□定
 
　

人
（
先
着
順
）　

５０

□内
 

廃
油
を
使
用
し
た
環
境
に
や
さ
し
い

石
け
ん
を
配
布　

□問
 

消
費
生
活
を
考
え

る
会
・
金
森
�　

・
６
８
４
４

９９６

書
友
八
條

　

退
化
の
進
む
脳
を
�
書
�
に
よ
り
活

性
化
さ
せ
ま
せ
ん
か
？　

□日
 

毎
週
火
曜
日　

午
前　

時
〜
正
午
・

１０

午
後
７
時
〜
９
時　

□場
 

八
條
公
民
館
ほ

か　

□内
 

漢
字
、
か
な
、
色
紙
、
短
冊
ほ

か　

□問
 

中
嶋
�　

・
２
１
３
７

９９９

ペ
ン
習
字
「
書
友
会
」

　

「
手
書
き
の
よ
さ
」
を
味
わ
い
ま
せ

ん
か
。

□日
 

毎
週
木
曜
日　

午
前　

時
〜
正
午　

１０

□場
 

や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か　

□内
 

賀
状
、

暑
中
寒
中
見
舞
い
、
古
典
、
近
代
詩
ほ

か
※
年
一
回
作
品
展
あ
り　

□問
 

謝
�　
９７７

・
５
９
６
４　

絵
手
紙
教
室
「
歩
の
会
」

□日
 

毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日　

午
後
１

時　

分
〜
３
時　

分　

□場
 

浮
塚
公
民
館

３０

３０

ほ
か　

□費
 

１
７
０
０
円（
２
回
）　

□問
 

島

�　

・
８
２
３
１

９９５
絵
手
紙
教
室
「
悠
々
の
会
」

□日
 

毎
月
第
３
水
曜
日　

午
後
１
時
〜
３

時　

□場
 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か

□費
 

１
３
０
０
円（
１
回
）　

□問
 

村
上
�　
・
３
９９５

１
５
５

つ
る
し
雛
展

□日
 

２
月　

日
�
〜　

日
�（　

日
を
除
く
）

２３

２８

２４

午
前　

時
〜
午
後
５
時
（　

日
は
正
午
か

１０

２３

ら
、　

日
は
正
午
ま
で
）　

□場
 

や
し
お
生
涯

２８
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー　

□費
 

無
料　

□問
 

パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
さ
く
ら
草
・
高
木
�　

・
２

０９０

２
５
６
・
３
２
０
９

き
も
の
着
付
け
同
好
会

□日
 

毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日　

午
前
９
時

　

分
〜
正
午　

□場
 

八
幡
公
民
館
ほ
か　

□費
 

３０入
会
金
１
５
０
０
円
、月
会
費
１
０
０
０ 

円　

□問
 

原
�　

・
６
６
２
８

９３６

税
金
・
経
営
・
資
金
繰
り
無
料
相
談
会

□日
 

２
月　

日
�　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１７

１０

（
時
間
外
･
電
話
相
談
可
）　

□場
 

八
潮
民

主
商
工
会　

□内
 

商
売
と
暮
ら
し
の
こ
と
等

な
ん
で
も
相
談　

□費
 

無
料　

□問
 

八
潮
民
主

商
工
会
・
中
村
�　

・
６
９
６
２

９９５

春
ま
つ
り
開
催

　

こ
ま
ど
り
姉
妹
が
特
別
出
演
！
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□日
 

３
月　

日
�　

午
前　

時　

分
〜　

□場
 

２８

１０

３０

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ぽ
っ
か
ぽ
か
（
八
條　

）
５０

□内
 

温
か
い
食
事
の
用
意
も
あ
り
ま
す
。　

□定
 

　

人
（
申
込
順
）　

□費
 

無
料　

□申
 

電
話
で
、

３０ぽ
っ
か
ぽ
か
・
吉
田（
�　
・
２
１
１
１
）へ

９３３

や
さ
し
い
絵
画
教
室
会
員
募
集

　

あ
な
た
の
感
性
で
、
あ
な
た
し
か
表
現

で
き
な
い
世
界
に
一
つ
だ
け
の
絵
を
描
い

て
み
ま
せ
ん
か
？
見
学
自
由
で
す
。

□日
 

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日
※
２
月
は　
１９

・　

日　
午
後
１
時　

分
〜
３
時　
□場
 

八
條

２６

３０

公
民
館
第
２
和
室
ほ
か　

□持
 

鉛
筆
、
ス
ケ

ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
水
彩
絵
の
具　

□費
 

月
会
費

１
５
０
０
円　

□問
 

山
崎
�　

・
０
５
６
４

９９８

八
潮
自
彊
術
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　

随
時
無
料
体
験
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□日
 

①
火
曜
日　

午
後
１
時　

分
〜
３
時
・

３０

午
後
７
時
〜
８
時　

分
、
②
木
曜
日　

午

３０

前　

時
〜　

時　

分
、
③
金
曜
日　

午
後

１０

１１

３０

１
時　

分
〜
３
時　

□場
 

①
②
八
幡
公
民

３０

館
、
③
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か　

□内
 

呼
吸
法
と
ス
ト
レ
ッ
チ
に
よ
る
日
本
最

初
の
健
康
体
操　

□問
 

臼
倉
�　

・
２
５
６

９９６

７ヨ
シ
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

会
員
も
募
集
中
で
す
。

□日
 

３
月
８
日
�　

午
前　

時
〜
正
午
※
小

１０

雨
決
行　

□場
 

大
曽
根
ビ
オ
ト
ー
プ
（
島
忠

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
西
側
、綾
瀬
川
沿
い
）　

□対
 

高
校
生
以
上
の
方　

□持
 

帽
子
、
長
靴
、

汚
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
寒
く
な
い
服
装
※

鎌
、軍
手
は
貸
し
出
し
し
ま
す
。　

□問
 

大
曽

根
の
湿
地
ビ
オ
ト
ー
プ
を
守
る
会
・
小
林

�　

・
５
３
１
１

９９６
も
し
、
あ
な
た
が
裁
判
員
に
な
っ
た
ら
…

□日
 

３
月
３
日
�　

午
後
１
時
〜
３
時　

□場
 

埼
玉
縣
信
用
金
庫
八
潮
支
店
２
階
会
議
室

□内
 

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
（
選
任
か
ら
裁

判
員
の
役
目
・
具
体
的
な
裁
判
の
進
め
方

等
全
般
）、質
疑
応
答
※
講
師
＝
さ
い
た
ま

地
方
裁
判
所
職
員　

□定
 
　

人（
先
着
順
）　

１００

□費
 

無
料　

□問
 

八
潮
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・

川
澄
�　

・
３
１
３
８
・
０
７
５
１

０９０

獨
協
大
学
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
特
別
講
座

「
ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
が
あ
ぶ
な
い　

」
!!

□日
 

３
月
７
日
�　

午
後
１
時
〜
３
時
（
正

午
開
場
）　

□場
 

獨
協
大
学
天
野
貞
祐
記
念

館
大
講
堂（
松
原
団
地
駅
下
車
徒
歩
５
分
）

□内
 

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
発
展
と
と
も
に
急

速
に
進
む
森
林
破
壊
の
実
態
を
、
講
師
の

実
体
験
か
ら
報
告
※
講
師
＝
犬
井
正
さ
ん

（
獨
協
大
学
経
済
学
部
教
授
、
環
境
共
生

研
究
所
所
長
）　

□定
 
　

人
（
先
着
順
）　

□費
 

５００

無
料　

□問
 

獨
協
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
�　

・
１
６
７
８

９４６

あ
な
た
の
唄
を
八
潮
の
街
に
！

新
曲
�
八
潮
き
ず
な
音
頭
�
コ
ン
ク
ー
ル

出
場
者
募
集

□日
 

５
月　

日
�　

午
後
２
時
〜　

□場
 

や
し

２４

お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル　

□費
 

１
０

０
０
円　

□申
 

３
月　

日
ま
で
に
、
八
潮
市

３１

文
化
芸
能
連
合
�
絆
�・
束
田
�　

・
０
９

９９７

６
６

Ｈ
Ｋ
制
作
局
チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

山
本
敏
彦
さ
ん

第
２
部
／
コ
ン
サ
ー
ト
「S

in
g
a
H
a
p

p
y
S
on
g

」
阪
本
理
恵
・
瑠
美
さ
ん
（
吉

川
市
在
住
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
）

□問
 

市
民
参
加
推
進
課　

�　

・
９
６
８
５

９８２

�ふ
る
さ
と
寄
席　

柳
家
花
緑　

独
演
会

□日
 

３
月　

日
�　

午
後
２
時
開
演
（
１
時

１５

　

分
開
場
）

３０□場
 

田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
東
武
伊
勢

崎
線
北
越
谷
駅
東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き

バ
ス
で
「
中
央
公
民
館
前
」
下
車
）

□内
 

新
進
気
鋭
の
若
手
落
語
家
柳
家
花
緑
の

独
演
会

□費
 

一
般
２
０
０
０
円
、
高
校
生
ま
で
１
０

０
０
円
【
全
席
指
定
】

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

□問
 

田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ　

�　

・
１

９９２

０
０
１　

松
伏
町

□日
 

３
月
７
日
�
・
８
日
�　

午
前　

時
〜

１０

午
後
４
時

□場
 

北
公
民
館
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
新
三
郷
駅

か
ら
徒
歩　

分
）

１５

□内
 

展
示
部
門
（
水
彩
画
、
絵
手
紙
、
俳
句
、

生
け
花
な
ど
）、
演
芸
部
門
（
外
国
人
に
よ

る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
、
民
謡
、
オ
カ
リ
ナ
、

日
本
舞
踊
な
ど
）、
体
験
部
門
（
編
み
物
、

押
し
花
、
折
り
紙
）
な
ど

□問
 

三
郷
市
北
公
民
館　

�　

・
０
２
５
３

９５７

�男
女
共
同
参
画
推
進
市
民
企
画
イ
ベ
ン
ト

「
幸
せ
っ
て
何
だ
っ
け
？
」

□日
 

２
月　

日
�　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

２８

３０

□場
 

吉
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す

（
Ｊ
Ｒ
吉
川
駅
北
口
発
「
き
よ
み
野
」
行

き
、
東
武
バ
ス
で
「
お
あ
し
す
前
」
下
車
）

□内
 

第
１
部
／
講
演
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小

説
『
瞳
』
を
通
し
て
語
る
「
家
族
の
絆
と

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
」
※
講
師
＝
Ｎ

吉
川
市

□費
 

Ｓ
席
２
５
０
０
円
、
Ａ
席
２
０
０
０
円

【
全
席
指
定
】

□問
 

草
加
市
文
化
協
会　

�　

・
９
３
２
５

９３１

�越
谷
市
制
施
行　

周
年
記
念
事
業　

第　

５０

２５

回
越
谷
市
郷
土
芸
能
祭

□日
 

３
月
１
日
�　

午
後
０
時　

分
〜
４
時

３０

　

分
３０□場
 

サ
ン
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野

線
南
越
谷
駅
、
東
武
伊
勢
崎
線
新
越
谷
駅

か
ら
徒
歩
３
分
）

□内
 

神
楽
（
か
ぐ
ら
）、
お
囃
子
（
は
や
し
）、

木
遣
り
（
き
や
り
）、
獅
子
舞
な
ど

出
演
／
越
谷
市
郷
土
芸
能
保
存
協
会
ほ
か

□費
 

無
料

□問
 

越
谷
市
生
涯
学
習
課　

�　

・
９
３
０

９６３

７�北
公
民
館
ま
つ
り

越
谷
市

三
郷
市

�お
し
ゃ
れ
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

□日
 

２
月　

日
	　

午
後
４
時　

分
開
演

１１

３０

□場
 

草
加
市
文
化
会
館　

□内
 

指
揮
者
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
鈴
木
織
衛
さ

ん
が
ホ
ス
ト
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
ス
タ

イ
リ
ッ
シ
ュ
に
取
り
入
れ
た
暮
ら
し
な
ど

に
つ
い
て
ゲ
ス
ト
と
ト
ー
ク
を
交
え
な
が

ら
演
奏
す
る
�
お
し
ゃ
べ
り
�
コ
ン
サ
ー

ト
。

ゲ
ス
ト
／
藤
原
美
智
子
さ
ん
、
ダ
リ
オ
・

ポ
ニ
ッ
ス
ィ
さ
ん
ほ
か

曲
目
／
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
フ
ル
ー
ト
と
ハ

ー
プ
の
た
め
の
協
奏
曲
」、サ
ル
ツ
ェ
ー
ド

「
つ
む
じ
風
」
ほ
か

草
加
市

っ
て
み
た
い
な

な
り
ま
ち

っ
て
み
た
い
な

な
り
ま
ち

行
と

�
　
　
　

　
　
　
 
山
茶
花 　

さ

ざ

ん

か

　
　
　
　
　
　

伊　

草　
　

中
山　

靖
子

山
茶
花
の
紅
の
色
が

重
な
り
合
っ
て

大
輪
の
花
の
よ
う
に
開
い
た

紅
の
花
に
近
づ
く
と

母
の
匂
い
が
し
て
く
る

　
そ
の
日

夜
が
深
ま
る
こ
ろ
雪
に
な
っ
た

翌
朝

山
茶
花
の
紅
が
雪
に
埋
も
れ

紅
色
が
見
え
な
い

「
雪
だ
よ
！
お 
祖 
母
   

ち
ゃ
ん
、
雪
！
」

ば 

あ

孫
は
声
を
張
り
上
げ
、
叫
ん
で
い
る

墓
の
中
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
私
の
母
に

私
の
孫
の
は
し
ゃ
ぐ
声
は

も
う
聞
え
な
い

雪
が 
�
バ
サ
ッ
�
と
音
を
立
て
て
落
ち
た

山
茶
花
の
紅
が
眩
し
く
眼
に
染
み
た

　

詩

雪
が
溶
け
た
ら

山
茶
花
の
枝
を
持
っ
て

墓
参
り
に
行
こ
う

　
太
陽
の
光
が

雪
の
中
か
ら
顔
を
覗
か
せ

山
茶
花
を
鮮
や
か
に
照
ら
し
て
い
る

�
　
　
　
　
　
　

木
曽
根　
　

�
谷　

多
門

ふ
る
さ
と
へ
一
気
に
飛
び
行
く
空
の
旅

　
　
　

心
踊
り
し
雲
海
の
上

　
　
　
　
　
　

南
川
崎　
　

伊
本　

則
子
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